
【この便りは、福島県相双管内の復旧・復興事業の進捗状況や地域づくり活動等の取り組みをお伝えするものです】
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“福島県の復
旧復興のため
に一生懸命、
頑張りますの
でよろしく
お願いしま
す！”

※当事業を担当する
監督員のコメント

（滋賀県からの派遣
職員弓削主任主査）

◇復興状況のお知らせはふくしま復興ステーションをご覧ください。ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/
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東日本大震災のような千年に一度といわれる最大規模の津波に対して、防災機能向上を

目指すため、相馬市原釜・尾浜地区で防災緑地を整備しています。防災緑地は海岸堤防と

同じくらいの高さまで盛土し、クロマツやドングリ等を植えることで海岸堤防等とともに、

津波に対して防災機能を発揮するものであり、平成３２年３月の完成を目指し整備して

います。 （平成２９年９月末現在進捗率５０％）
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◆原釜・尾浜防災緑地の進捗状況をお知らせします!!

完成平面図

防災緑地は平常時はレクリエーション

や自然とのふれあいの場（公園）と

して活用します。防災緑地の利活用の

ために「ＳＯＭＡ浜フェス」や

「植樹祭」等のイベントを開催して

おり、今後も、各種イベントを

検討中です。

地元の海産物を
使った浜焼き 植樹祭

子供達が拾った
ドングリも植えた
ドン♪



◆東日本大震災の災害復旧工事の進捗状況（平成29年8月末）

東日本大震災で被害を受けた当事務所所管の道路、河川、海岸等の災害
復旧工事の進捗状況は右に示すとおりです。
（帰還困難区域で査定が未実施の箇所は含まれていません。率は事業箇所
数で算出した割合です。）

編集者 ： 福島県相双建設事務所 企画調査課 TEL0244-26-1228 FAX0244-26-1197
管内についての詳しい情報は下記ホームページをご覧ください。
◇ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41370a/soso32056.html ◇Facebookはこちらから→

○平成２９年８月末

◆復興公営住宅下北迫団地で鍵引渡し式を開催しました!!
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9月２９日に復興公営住宅下北迫団地（広野町）の鍵引渡し式が開催され、復興公
営住宅下北迫団地の５８戸について、１０月１日に入居開始できることとなりました。

今回の入居開始により、既に入居を開始している北原、南町、上町、牛越及び西町
団地とあわせ、計９３７戸が入居開始となり、当管内の整備計画９８５戸に対して、
約９５%の整備率となりました。
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◆復興ディスカッションに参加しました。
（小高産業技術高校×早稲田大学）

地元高校生と首都圏の
大学生が、南相馬市の将
来像について話し合う、
復興ディスカッションに
参加しました。

当日は小高産業技術高校の生徒13人と
早稲田大学の学生14人が参加し、互いに
復興にかける熱い想いをぶつけあいました。

◆ドローン講習会(県主催)
に参加しました。
県庁主催のドローン講習

会に当事務所でも参加し、

担当職員が操作技能のほか

ドローン関連法律等につい

て学びました。

今後、災害時の現場状況

確認や広報活動への活用を

検討してまいります。

浪江町

常磐道

今回追加のルート

川俣町

葛尾村

南相馬市

東日本大震災以降、通行止となっていた帰還困難
区域内の国道114号、県道３４号線（県道相馬
浪江線）、県道４９号線（県道原町浪江線）に
ついて、９月20日から自由通行（通行許可証
不要）が開始されました。

今後、福島県全体の復旧・復興に向け、大いに
活用されるものと期待されています。
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～ 今月(９月)開催の研修会等の紹介 ～

◆国道114号（浪江町内）の自由通行がはじまりました!!

復興公営住宅全戸完成
迄もう少したドン♪

鍵引き渡し式の様子

（242箇所）
（53箇所）

（3箇所）
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